
　平成27年７月28日（火）、SSHの一環として、第５回
西尾市岩瀬文庫見学会を開催した。国語科・加藤直志と
櫻井芽衣子、さらには理科（生物）・齋藤瞳の３名で引
率した。事前に参加希望者を募り、当日は、中１～高３
までの希望者11名が参加した。
　岩瀬文庫は、1908（明治41）年に、西尾市の実業家岩
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が設立した私立図書館が起源で、戦後西尾市の施
設となり、現在に至っている。同文庫には、『後奈良天
皇宸翰般若心経』（重要文化財）、『枕草紙』（岩波書店の
日本古典文学大系『枕草子』の底本）をはじめとする貴
重な蔵書が約８万冊収蔵されている。
　同文庫では、平成12年度より、新目録完成を目指した
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調査を実施しており、筆者が学生時代にその調
査に参加していた。その縁もあり、同文庫主査学芸員の
林知左子先生、同文庫資料調査会会長で名古屋大学大学
院文学研究科教授の塩村耕先生のご協力のもと行ってい
る。
　午前中、林先生や塩村先生から、岩瀬文庫の説明、古
典籍についての講義などをしていただき、午後は、実際
に古典籍を手にとって見ることができた。『本草図説』、

『枕草子』のほか、『平家物語』『源氏物語』『解剖存真図』
『言葉のやちまた』などを閲覧した。また、特別展「虫
愛づる人々」の展示解説もしていただいた。「虫愛づる
姫君」（『堤中納言物語』）といった、虫に関わる古典籍
のほか、山田満寛氏の寄贈による、蛾の標本なども展示
されており、理系分野はもちろん、人文・社会科学をも
含めた幅広い学びを目指す、本校のSSHにふさわしい見
学会になった。昼休みには、喫茶室で西尾名物の抹茶を
注文するなど、参加した生徒達にとっては、古典籍以外
でも楽しい一日になったようである。来年度以降も、可
能であれば同様の企画を続けていきたいと考えている。

参加した生徒の感想（一部）
　今回の見学会を通じて「温故知新」の大切さに改めて
気付くことができました。故きを温めて、新しきを知る。
まさに、その通りの旅だったと私は思います。まだまだ
たくさんの資料が読みたいので、来年もぜひ参加したい
と思います。 （高校２年女子）

　まず、一番最初におどろいたのは、岩瀬文庫の創設者
岩瀬弥助の行動力です。館内でお話を聞いていると、岩
瀬弥助さんが家１つ分ほどのお金を出して買い取った書
物もあり、とてもおどろきました。その書物を高い値段
で買ったからといって将来役に立つかも分からず、まし
てや、戦争などで焼けてしまうかもしれない。そんな物
は私だったら100％買いません。でもそんな思い切った
行動のおかげで今も大切に残されていると思うと本当に
岩瀬弥助という人はすごい人だなと思いました。
 （中学１年女子）

【抄録】希望者を対象に、西尾市岩瀬文庫の見学会を実施した。学芸員や大学教授の先生から、岩瀬文庫の紹介や
古典籍調査についてのお話を伺ったあと、実際に同文庫が収蔵する古典籍の一部を手にとって閲覧させていただい
た。文法中心の、通常の古典の授業では学べない、我が国の書物文化について伝えようとする企画であった。また、
生物学の源流ともいえる、本草学関係の本を閲覧したり、特別展で蛾の標本を見学したりと、文理の枠にとらわれ
ない幅の広い学習の機会となった。

【キーワード】西尾市岩瀬文庫　古典籍　伝統的な言語文化　SSH　生物
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